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を
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す
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…
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則
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則

○
平
成
十
三
年
度
市
町
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地
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付
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の
額
の
算
定
に
関
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規
則
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廃
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…
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規
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規
　
　
　
則

山
梨
県
規
則
第
二
十
九
号

山
梨
県
療
育
手
帳
交
付
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
療
育
手
帳
交
付
規
則

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
知
的
障
害
者
に
対
し
療
育
手
帳
を
交
付
し
、
も
っ
て
知
的
障
害
者
に
対
す
る

更
正
援
護
の
円
滑
な
実
施
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
交
付
対
象
者
と
な
る
べ
き
者
の
範
囲
）

第
二
条
　
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
県
内
に
居
住
地
を
有
す
る
知
的
障
害
者

と
す
る
。

（
交
付
の
申
請
）

第
三
条
　
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
保
護
者
（
配
偶
者
、
親
権
を
行
う
者
、

後
見
人
そ
の
他
の
者
で
、
知
的
障
害
者
を
現
に
保
護
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
は
、
療
育

手
帳
交
付
申
請
書(

第
一
号
様
式
）
に
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
写
真
（
申
請
前

六
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
縦
の
長
さ
が
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
か
つ
、
横
の
長
さ
が

三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
に
限
る
。）
を
添
え
て
、
知
事
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
判
定
及
び
手
帳
の
交
付
）

第
四
条
　
知
事
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
障
害
者
相
談
所
（
山
梨
県
行
政
機

関
等
の
設
置
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六
十
年
山
梨
県
条
例
第
二
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ

れ
た
山
梨
県
障
害
者
相
談
所
を
い
う
。）
又
は
児
童
相
談
所
（
同
条
例
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
設
置
さ
れ
た
山
梨
県
中
央
児
童
相
談
所
及
び
山
梨
県
都
留
児
童
相
談
所
を
い
う
。）
に
、
知
的
障

害
の
程
度
に
つ
い
て
の
判
定
を
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

２

知
事
は
、
前
項
の
判
定
の
結
果
に
基
づ
き
、
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
を
知
的
障

害
者
と
認
め
た
と
き
は
、
療
育
手
帳
の
交
付
の
申
請
を
し
た
者
に
療
育
手
帳
を
交
付
す
る
旨
を
通
知

す
る
と
と
も
に
、
当
該
知
的
障
害
者
と
認
め
ら
れ
た
者
に
療
育
手
帳
（
第
二
号
様
式
）
を
交
付
す
る

も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
知
事
は
、
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
者
（
以
下
「
療
育
手

帳
被
交
付
者
」
と
い
う
。）
の
障
害
の
程
度
を
確
認
す
る
た
め
に
そ
の
者
が
次
に
判
定
を
受
け
る
べ

き
時
期
（
第
六
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
「
再
判
定
時
期
」
と
い
う
。）
を
指
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

３

知
事
は
、
第
一
項
の
判
定
の
結
果
に
基
づ
き
、
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
を
知
的

障
害
者
と
認
め
な
い
と
き
は
、
療
育
手
帳
の
交
付
の
申
請
を
し
た
者
に
、
理
由
を
付
し
て
、
療
育
手

帳
を
交
付
し
な
い
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
障
害
の
程
度
等
）

第
五
条
　
知
事
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
判
定
の
結
果
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
記
号
に
よ
り
、
療
育
手
帳
に
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

最
重
度
又
は
重
度
の
知
的
障
害
を
有
し
、
か
つ
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十

五
年
厚
生
省
令
第
十
五
号
）
別
表
第
五
号
の
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
者
　
Ａ
│
１

二
　
最
重
度
の
知
的
障
害
を
有
す
る
者
（
前
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

Ａ
│
２
ａ

三
　
重
度
の
知
的
障
害
を
有
す
る
者
（
第
一
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

Ａ
│
２
ｂ

四

中
度
の
知
的
障
害
を
有
し
、
か
つ
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
別
表
第
五
号
の
一
級
か
ら

三
級
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
　
Ａ
│
３

五
　
中
度
の
知
的
障
害
を
有
す
る
者
（
前
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

Ｂ
│
１

六
　
軽
度
の
知
的
障
害
を
有
す
る
者
　
Ｂ
│
２

２
　
前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
を
重
度
知
的
障
害
者
と
す
る
。

（
障
害
の
程
度
の
再
判
定
）

第
六
条
　
第
四
条
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
再
判
定
時
期
を
指
定
さ
れ
た
者
は
、
当
該
再
判
定
時
期

ま
で
に
障
害
の
程
度
を
確
認
す
る
た
め
の
再
度
の
判
定
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
九
条
に
お
い
て
「
再
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梨
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判
定
」
と
い
う
。）
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
再
判
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
再
判
定
申
請
書
（
第
三
号
様
式
）
に
よ

り
知
事
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
二
条
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

四
条
第
二
項
中
「
療
育
手
帳
」
と
あ
る
の
は
「
再
判
定
の
結
果
を
記
載
し
た
療
育
手
帳
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

（
療
育
手
帳
の
再
交
付
）

第
七
条
　
療
育
手
帳
被
交
付
者
又
は
そ
の
保
護
者
は
、
療
育
手
帳
を
破
り
、
汚
し
、
又
は
失
っ
た
と
き

は
、
療
育
手
帳
再
交
付
申
請
書
（
第
四
号
様
式
）
に
よ
り
、
知
事
に
、
療
育
手
帳
の
再
交
付
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
は
、
破
り
、
又
は
汚
し
た
療
育
手
帳
を

添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

失
っ
た
こ
と
に
よ
り
療
育
手
帳
の
再
交
付
を
受
け
た
者
は
、
当
該
失
っ
た
療
育
手
帳
を
発
見
し
た

と
き
は
、
速
や
か
に
、
こ
れ
を
知
事
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
居
住
地
等
の
変
更
の
届
出
）

第
八
条
　
療
育
手
帳
被
交
付
者
又
は
そ
の
保
護
者
は
、
療
育
手
帳
被
交
付
者
が
氏
名
、
居
住
地
若
し
く

は
そ
の
保
護
者
を
変
更
し
た
と
き
又
は
保
護
者
が
氏
名
若
し
く
は
住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
速
や

か
に
、
療
育
手
帳
を
添
え
て
、
療
育
手
帳
記
載
事
項
変
更
届
（
第
五
号
様
式
）
に
よ
り
、
そ
の
旨
を

知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
提
出
さ
れ
た
療
育
手
帳
に
当
該
届
出
に

係
る
変
更
の
内
容
を
記
載
し
た
う
え
、
当
該
届
出
を
行
っ
た
者
に
当
該
療
育
手
帳
を
引
き
渡
す
も
の

と
す
る
。

（
療
育
手
帳
の
返
還
）

第
九
条
　
療
育
手
帳
被
交
付
者
又
は
そ
の
保
護
者
は
、
療
育
手
帳
被
交
付
者
が
死
亡
し
た
と
き
、
再
判

定
の
結
果
に
基
づ
き
知
的
障
害
者
で
な
い
と
知
事
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
と
き
そ
の
他
療
育
手
帳
を
必

要
と
し
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
療
育
手
帳
を
知
事
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
療
育
手
帳
被
交
付
者
が
正
当
な
理
由
が
な
く
第
四
条
第
二
項
後
段
（
第
六
条
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
再
判
定
時
期
ま
で
に
再
判
定
を
受

け
な
い
と
き
は
、
療
育
手
帳
被
交
付
者
に
対
し
、
理
由
を
付
し
て
、
療
育
手
帳
の
返
還
を
命
ず
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
譲
渡
等
の
禁
止
）

第
十
条
　
療
育
手
帳
被
交
付
者
は
、
療
育
手
帳
を
譲
渡
し
、
又
は
貸
与
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
療
育
手
帳
交
付
台
帳
）

第
十
一
条
　
知
事
は
、
療
育
手
帳
交
付
台
帳
を
備
え
、
療
育
手
帳
の
交
付
に
関
す
る
事
項
を
記
載
す
る

も
の
と
す
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
療
育
手
帳
の
交
付
等
を
目
的
と
し
て
知
事
に
提
出
さ
れ
て
い
る
申
請

書
、
届
出
そ
の
他
の
書
類
は
、
こ
の
規
則
の
相
当
す
る
規
定
及
び
様
式
に
よ
り
提
出
さ
れ
て
い
る
申

請
書
、
届
出
そ
の
他
の
書
類
と
み
な
す
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
知
事
に
よ
り
交
付
さ
れ
て
い
る
療
育
手
帳
は
、
こ
の
規
則
の
規
定
に

よ
り
交
付
さ
れ
た
療
育
手
帳
と
み
な
す
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
十
九
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

二



山
梨
県
公
報
号
外

第
十
九
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

三



山
梨
県
公
報
号
外

第
十
九
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

四



山
梨
県
公
報
号
外

第
十
九
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

五



山
梨
県
公
報
号
外

第
十
九
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

六



山
梨
県
公
報
号
外

第
十
九
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

七



山
梨
県
公
報
号
外

第
十
九
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

八



山
梨
県
公
報
号
外

第
十
九
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

九



山
梨
県
公
報
号
外

第
十
九
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

一
〇

山
梨
県
規
則
第
三
十
号

山
梨
県
立
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
立
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
立
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
山
梨
県
規
則
第
六

十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則

第
一
条
中
「
山
梨
県
立
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
」
を
「
山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
利
用
手
続
等
）

第
二
条
　
条
例
第
三
条
第
一
項
各
号
に
該
当
す
る
者
（
以
下
「
青
少
年
等
」
と
い
う
。）
の
確
認
は
、

個
人
で
の
利
用
に
あ
つ
て
は
身
分
証
明
書
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
に
よ
り
、
団
体
で
の
利
用
に

あ
つ
て
は
団
体
等
利
用
申
込
書
（
第
一
号
様
式
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

青
少
年
等
以
外
の
団
体
の
山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
の
利

用
の
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
団
体
等
利
用
申
込
書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
別
表
二
」
を
「
別
表
第
二
号
の
表
」
に
改
め
、「
い
う
。）」
の
下
に
「
若
し
く

は
」
を
加
え
、「
前
条
第
二
項
に
定
め
る
」
を
「
前
条
第
一
項
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

２

前
項
の
予
約
は
、
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
日
の
十
二
月
前
（
青
少
年
等
以
外
の
も
の
に

あ
つ
て
は
、
六
月
前
）
か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条
中
「
第
五
条
に
定
め
る
」
を
「
次
条
第
一
項
の
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
見
出
し
を
「（
利
用
券
等
）」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
回
数
券
は
、
青
少
年
及
び
そ
の
指
導
者
が
体
育
施
設
を
利
用
す
る
場
合
に
、
十
回
分
の
使

用
料
を
も
つ
て
十
一
回
の
利
用
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

「

第
一
号
様
式
中
「
山
梨
県
立
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
」
を
「
山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
」
に
、

「
実
人
員
名

利利
用
人
員
名
宿
泊
人
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

利延
人
員
名

」青
少
年
等
人
実
人
員
人

用
区
分
及
び

に
改
め
る
。

用
人
員

そ
の
他
人
延
人
員
人
」

第
二
号
様
式
中
「
山
梨
県
立
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
」
を
「
山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
」
に
、「
勤

労
青
年
」
を
「
青
少
年
等
」
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
の
二
中
「
山
梨
県
立
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
」
を
「
山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
」
に
、

「
一
般
」
を
「
青
少
年
等
以
外
」
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
の
三
及
び
第
三
号
様
式
中
「
山
梨
県
立
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
」
を
「
山
梨
県
立
青
少
年

セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
立
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
以

下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
予
約
及
び
旧
規
則
第
五
条
の
規
定
に

よ
り
発
行
し
た
回
数
券
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管

理
条
例
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
予
約
及
び
新

規
則
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
発
行
し
た
回
数
券
と
み
な
す
。

（
山
梨
県
立
青
少
年
会
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
廃
止
）

３

山
梨
県
立
青
少
年
会
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
平
成
元
年
山
梨
県
規
則
第
二
十
三
号
）

は
、
廃
止
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
三
十
一
号

山
梨
県
庁
舎
等
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
庁
舎
等
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
立
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー

山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

「
実
　
人
　
員
　
　
　
　
　
　
名

利
利
用
人
員
　
　
　
　
　
　
　
　
名
　
宿
泊
人
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
延
　
人
　
員
　
　
　
　
　
　
名
」

青
少
年
等
　
　
　
人
　
　
　
　
　
　
実
　
人
　
員
　
　
　
　
　
　
人

用
区
分
及
び

宿
泊
人
員
に
改
め
る
。

用
　
人
　
員
そ
の
他
　
　
　
　
人
　
　
　
　
　
　
延
　
人
　
員
　
　
　
　
　
　
人

」

山
梨
県
立
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー

山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

労
青
年

青
少
年
等

一
般

青
少
年
等
以
外

セ
ン
タ
ー

山
梨
県
立
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー

山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

山
梨
県
立
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー

山
梨
県
立
青
少
年 勤



山
梨
県
公
報
号
外

第
十
九
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

一
一

山
梨
県
庁
舎
等
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
山
梨
県
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
中
「
及
び
別
館
」
を
「
、
別
館
、
北
別
館
、
第
一
南
別
館
、
第
二
南
別
館
、
東
別
館
及
び
県

民
情
報
プ
ラ
ザ
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

出
入
口
等
の
別
　
　
　

開
　
扉
　
時
　
刻
　
　
　

閉
　
扉
　
時
　
刻

県
庁
舎
の
本
館正

面
出
入
口

北
一
階
出
入
口
　
午
前
八
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
五
時
四
十
五
分

北
地
階
出
入
口

県
庁
舎
の
本
館

午
前
六
時

午
後
十
二
時

北
一
階
通
用
口

県
庁
舎
の
別
館正

面
出
入
口

東

出

入

口

午
前
八
時

午
後
五
時
四
十
五
分

西

出

入

口

北

出

入

口

県
庁
舎
の
北
別
館

正
面
出
入
口

中
央
出
入
口

午
前
八
時

午
後
五
時
四
十
五
分

東
四
階
出
入
口

東
五
階
出
入
口

県
庁
舎
の
第
一
南
別
館

午
前
八
時

午
後
五
時
四
十
五
分

北

出

入

口

県
庁
舎
の
第
二
南
別
館

午
前
八
時

午
後
五
時
四
十
五
分

南

出

入

口

県
庁
舎
の
東
別
館

午
前
八
時

午
後
五
時
四
十
五
分

正
面
出
入
口

県
庁
舎
の
県
民
情
報
プ
ラ
ザ

北
西
出
入
口

西

出

入

口

午
前
八
時
三
十
分

午
後
九
時

南
西
出
入
口

南

出

入

口

県
庁
舎
の
県
民
情
報
プ
ラ
ザ

午
前
八
時

午
後
九
時

北
二
階
出
入
口

県
議
会
議
事
堂正

面
出
入
口

午
前
八
時

午
後
五
時
四
十
五
分

南

出

入

口

正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門

午
前
八
時

午
後
六
時

西
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門

午
前
八
時

午
後
八
時

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
三
十
二
号

山
梨
県
職
場
適
応
訓
練
委
託
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
職
場
適
応
訓
練
委
託
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
職
場
適
応
訓
練
委
託
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
八
号
の
二
」
を
「
第
八
号
の
三
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
二
項
中
「
各
号
の
」
の
下
に
「
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
」
を
加
え
、「
二
万
四
千
百
円
」



山
梨
県
公
報
号
外

第
十
九
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

一
二

を
「
二
万
四
千
円
」
に
、「
二
万
五
千
百
円
」
を
「
二
万
五
千
円
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
二
万

五
千
百
円
」
を
「
二
万
五
千
円
」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
中
「
ロ
　
同
条
同
項
第
３
号
　
ハ
　
同
条
同
項
第
４
号
　
ニ
　
同
条
同
項
第
４
号
の
２

ホ
　
同
条
同
項
第
５
号
　
へ
　
同
条
同
項
６
号
　
ト
　
同
条
同
項
第
７
号
　
チ
　
同
条
同
項
第
７
号
の

２
　
リ
　
同
条
同
項
第
８
号
　
ヌ
　
同
条
同
項
第
８
号
の
２
　
ル
　
同
条
同
項
第
１
２
号
　
ヲ
　
同
条

同
項
第
３
項
　
ワ
同
規
則
附
則
第
２
条
第
１
項
第
２
号
　
カ
　
国
際
協
定
の
締
結
党
に
伴
う
漁
業
離
職

者
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
第
５
条
第
１
項
　
ヨ
　
廃
止
前
の
特
定
不
況
業
種
等
関
係
労
働
者
の
雇
用
の

安
定
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
１
７
条
第
１
項
又
は
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
附
則
第
１
２
条
第
１
項

タ
　
雇
用
保
険
法
第
１
３
条
及
び
同
法
第
３
９
条
第
１
項
　
レ
　
本
州
四
国
連
絡
橋
の
建
設
に
伴
う
一

般
旅
行
客
定
期
航
路
事
業
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
１
７
条
第
１
項
」
を
「
ロ
　
同
項
第
３
号
　
ハ

同
項
第
４
号
　
二
　
同
項
第
４
号
の
２
　
ホ
　
同
項
第
５
号
　
へ
　
同
項
第
６
号
　
ト
　
同
項
第
７
号

チ
　
同
項
第
７
号
の
２
　
リ
　
同
項
第
８
号
　
ヌ
　
同
項
第
８
号
の
２
　
ル
　
同
項
第
８
号
の
３
　
ヲ

同
項
第
１
２
号
　
ワ
　
同
条
第
３
項
　
カ
　
同
規
則
附
則
第
２
条
第
１
項
第
２
号
　
ヨ
　
国
際
協
定
の

締
結
等
に
伴
う
漁
業
離
職
者
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
第
５
条
第
１
項
　
タ
　
旧
特
定
不
況
業
種
等
関
係

労
働
者
の
雇
用
の
安
定
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
１
７
条
第
１
項
又
は
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
附
則
第

１
２
条
第
１
項
　
レ
　
雇
用
保
険
法
第
１
３
条
及
び
第
３
９
条
第
１
項
　
ソ
　
本
州
四
国
連
絡
橋
の
建

設
に
伴
う
一
般
旅
客
航
路
事
業
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
１
７
条
第
１
項
」

に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
改
正
規
定
は
、

平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
三
十
三
号

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
三
条
第
三
項
た
だ
し
書
及
び
第
四
条
た
だ
し
書
の

区
域
及
び
規
模
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
三
条
第
三
項
た
だ
し
書
及
び
第
四
条
た
だ
し

書
の
区
域
及
び
規
模
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
三
条
第
三
項
た
だ
し
書
及
び
第
四
条
た
だ
し
書
の

区
域
及
び
規
模
を
定
め
る
規
則
（
平
成
五
年
山
梨
県
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
中
「
第
三
条
第
三
項
た
だ
し
書
及
び
」
を
削
る
。

本
則
中
「
第
六
十
六
号
）
第
三
条
第
三
項
た
だ
し
書
及
び
」
を
「
第
二
百
八
十
四
号
）」
に
改
め
、

本
則
の
表
中
「
韮
崎
市
」
を
「
韮
崎
市
　
南
ア
ル
プ
ス
市
」
に
、「
田
富
町
　
八
田
村
　
白
根
町
　
若

草
町
　
櫛
形
町
　
甲
西
町
」
を
「
田
富
町
」
に
改
め
る
。

附
　
則
　
　

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
六

十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
が
さ
れ
て
い
る
土
地
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
に
よ

る
改
正
前
の
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
三
条
第
三
項
た
だ
し
書
及
び
第
四
条

た
だ
し
書
の
区
域
及
び
規
模
を
定
め
る
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。）
の
規
定
は
、
な
お
そ

の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
旧
規
則
の
表
中
「
韮
崎
市
」
と
あ
る
の
は
「
韮
崎
市
　

南
ア
ル
プ
ス
市
」
と
、
「
田
富
町
　
八
田
村
　
白
根
町
　
若
草
町
　
櫛
形
町
　
甲
西
町
」
と
あ
る
の
は

「
田
富
町
」
と
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
三
十
四
号
　

平
成
十
三
年
度
市
町
村
分
に
係
る
地
方
交
付
税
の
う
ち
普
通
交
付
税
の
額
の
算
定
に
関
す
る
規
則
を

廃
止
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

平
成
十
三
年
度
市
町
村
分
に
係
る
地
方
交
付
税
の
う
ち
普
通
交
付
税
の
額
の
算
定
に
関
す
る
規

則
を
廃
止
す
る
規
則

平
成
十
三
年
度
市
町
村
分
に
係
る
地
方
交
付
税
の
う
ち
普
通
交
付
税
の
額
の
算
定
に
関
す
る
規
則
　

（
平
成
四
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
一
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
三
十
五
号

平
成
十
三
年
度
市
町
村
分
に
係
る
地
方
特
例
交
付
金
の
額
の
算
定
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

平
成
十
三
年
度
市
町
村
分
に
係
る
地
方
特
例
交
付
金
の
額
の
算
定
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る

規
則

平
成
十
三
年
度
市
町
村
分
に
係
る
地
方
特
例
交
付
金
の
額
の
算
定
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
一
年
山

梨
県
規
則
第
五
十
九
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附
　
則

「
ロ
　
同
条
同
項
第
３
号
　
ハ
　
同
条
同
項
第
４
号
　
ニ
　
同
条
同
項
第
４
号
の
２
　

ホ
　
同
条
同
項
第
５
号
へ
同
条
同
項
第
６
号
ト
同
条
同
項
第
７
号
チ
同
条
同
項
第
７
号

の
２
リ
同
条
同
項
第
８
号
　
ヌ
　
同
条
同
項
第
８
号
の
２
　
ル
　
同
条
同
項
第
１
２
号
　
ヲ
　
同

条
第
３
項
　
ワ
　
同
規
則
附
則
第
２
条
第
１
項
第
２
号
　
カ
　
国
際
協
定
の
締
結
等
に
伴
う
漁
業
離
職

者
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
第
５
条
第
１
項
　
ヨ
　
廃
止
前
の
特
定
不
況
業
種
等
関
係
労
働
者
の
雇
用
の

安
定
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
１
７
条
第
１
項
又
は
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
附
則
第
１
２
条
第
１
項
　

タ
　
雇
用
保
険
法
第
１
３
条
及
び
同
法
第
３
９
条
第
１
項
　
レ
　
本
州
四
国
連
絡
橋
の
建
設
に
伴
う

一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
１
７
条
第
１
項
」
「
ロ
　
同
項
第
３
号
　
ハ

同
項
第
４
号
　
ニ
　
同
項
第
４
号
の
２
　
ホ
　
同
項
第
５
号
　
へ
　
同
項
第
６
号
　
ト
　
同
項
第
７

号
　
チ
　
同
項
第
７
号
の
２
　
リ
　
同
項
第
８
号
　
ヌ
　
同
項
第
８
号
の
２
　
ル
　
同
項
第
８
号
の
３

ヲ
　
同
項
第
１
２
号
　
ワ
　
同
条
第
３
項
　
カ
　
同
規
則
附
則
第
２
条
第
１
項
第
２
号
　
ヨ
　
国
際

協
定
の
締
結
等
に
伴
う
漁
業
離
職
者
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
第
５
条
第
１
項
　
タ
　
旧
特
定
不
況
業
種

等
関
係
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
１
７
条
第
１
項
又
は
雇
用
対
策
法
施
行
規
則

附
則
第
１
２
条
第
１
項
　
レ
　
雇
用
保
険
法
第
１
３
条
及
び
第
３
９
条
第
１
項
　
ソ
　
本
州
四
国
連
絡

橋
の
建
設
に
伴
う
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
１
７
条
第
１
項
」



山
梨
県
公
報
号
外

第
十
九
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

一
三

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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号
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